
1 . はじめに
国際福祉開発学部は, 2008 年度に新設学部として発

足した学部である. この学部が発足する以前から, 大学

自体では, 企業向けインターンシップ研修を正課の科目

として実施し. 過去に学校でのインターンシップに取り

組む学生が数名いた. このインターンシップは, 夏休み

に 10 日間以上, 40 時間以上勤務し, インターンシップ

研修レポートを提出することで単位を認定していた. イ

ンターンシップは 3年生科目であるので, 当該学部では

2010 年度から, 学校インターンシップを学部での正課

科目として設定し, 教職課程履修 3年生を対象に ｢イン

ターンシップⅠ・Ⅱ｣ を積極的に勧めてきた.

正課科目として設定し, 積極的に履修を推奨した理由

は, 大きく分けて 3つの理由があった. ひとつは, 小中

高生時代に出会った教師の人間性や教師の日常を通して

形成された教師のイメージに基づき, 教職を志向してき

た学生たちが, 4 年生で実施する教育実習では目にする

ことができない, そして体験できない教員の仕事を, 3
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年次の学校におけるインターンシップで, 教員の助手と

して経験することにより, 教員の仕事とは何かを学び,

学校現場のさまざまな仕事を知ることをねらいとした.

教育実習は ｢学生が学校現場に入る｣ という点では, イ

ンターンシップと変わりはないが, 教育実習で学ぶこと

は, 主に専門とする教科指導とホームルーム担任が担当

するクラスでのクラス運営と, わずかながらそのクラス

の生徒理解が中心である. これだけの体験で, 教職のす

べてを理解することと習熟することができるわけがなく,

教員の仕事には, 教育実習を履修する学生には想像でき

ないほどの仕事がある.

このことに学生たちが気づき, 自己の教員への適性を

見極め, 学生の時から教員としての使命感・責任感など

を学ぶことが重要であると考えた.

二つ目は, 倍率が高く, 難しいと言われる教員採用選

考試験に合格し, 希望に燃えた新規採用教員が, 正式採

用前に離職する傾向が年々増加している現状を鑑み, 教

育の現場において, 教員たちが日々の多忙の中でさまざ

まな課題に懸命に取り組んでいる姿を観察し, 教員の助

手として働き, 教育という仕事のすばらしさや大変さを

感得することをねらいとした.

三つ目は, 現代社会の傾向として, 若者が職業人とし

て持つ基本的な能力が低下していること, 職業意識・職

業観の未熟さ, 身体的に成熟していても精神的・社会的

自立が遅れる傾向などが指摘されている. 社会的・職業

的自立や, 大学から社会・職業への円滑な移行に向けた

支援は, 関係機関が連携して取り組むことが必要であり,

その中で大学が果たす役割として, 教職志望者には教育

実習以外に学校インターンシップが不可欠と考えた.

2 . 若年教員の離職とその理由
学校教員全体で平成 22 年度文部科学省 ｢学校教員統

計調査｣ の結果をみると, 平成 21 年度間に ｢病気｣ の

ために離職した人数が, 公立小学校で 609 人, 公立中学

校 311 人, 公立高等学校 117 人である. 平成 13 年度調

査の結果では, 公立小学校 212 人, 公立中学校 124 人,

公立高等学校 89 人である. 特に, 小学校では 397 人,

中学校においては 187人離職者数が大幅に増加している.

また, ｢病気｣ を理由にして離職した教員のうち, ｢精神

疾患｣ で離職した人数をみてみると, 公立小学校では,

平成 21 年度間に離職した 609 人中 349 人と 57.3％を占

めており, 中学校では, 311 人中 181 人の 58.2％も占め

ている. (詳しくは表 1～表 3を参照)

新任教員の離職については, 平成 23 年度 ｢公立学校

教職員の人事行政状況調査｣ (グラフ 1) でみると, 平

成 12 年度は 33 人であった. しかし, これが平成 23 年

度には 299 人へと, 9 倍以上に増加している. その後,

平成 20 年度 304 人, 平成 21 年度 302 人, 平成 22 年度

288 人, 平成 23 年度 299 人と推移している. 離職理由

は, ｢病気｣, ｢家庭の事情｣, ｢職務上の問題｣, ｢その他｣

である. なかでも ｢病気｣ を理由とする離職者が平成 15

年度の 10 人から 5 年後の平成 20 年度には 93 人, 平成

23 年度には 118 人へと実に 10 倍に急増している. ｢病

気｣ を理由とする離職者のうち ｢精神疾患｣ によるもの

の数は, 平成 21 年度から調査を行っているが, 平成 21

年度83人, 平成22年度91人, 平成23年度103人と年々

10 ポイントずつ増えている.

さらに, 新任教員の死亡数の増加が深刻である. 平成

16 年度以降, 5～6 人の新任教員が正式採用を得る前に

死亡していて, その中では自ら命を絶ったものもいる.

たとえば, 平成 16 年 9 月, 静岡県の小学校の新任女性

教員 (24 歳) が車の中で焼身自殺, 平成 17 年には, 埼

玉県越谷市の小学校で新任着任後わずか 3週間で男性教

員が学校の図工室で自殺している. 平成 18 年 6 月には,

東京都新宿区立の小学校で, 新任女性教員が仕事に追わ

れ, 保護者の苦情に悩んで自殺している. この教員は病

院に通い, ｢抑鬱状態｣ と診断され, ｢無責任な私をお許

しください. すべて私の無能さが原因です.｣ という遺

書を残している. 同年 10 月には西東京市の小学校女性

教員 (25 歳) が, 自宅アパートで首をつって自殺して

いる.

これらの離職や自殺の直接の理由は明らかになってい

ないものが多いが, 多忙感, 精神的ストレス, 同僚性の

欠如, 孤立化, 管理の強化などが考えられる.

新任教員を取り巻く上記のような教育現場の現状にお

いて, 教職志望者たちが念願の教員となった時の定着指

導の一端を大学時代に丁寧に行うことが重要である｡ 新

卒の採用選考の際, 重視される点は, 教育に対する熱意・

意欲, 豊かな人間性と高い倫理観, 幅広い教養と専門的

な知識・技能, 行動力・実行力, 協調性, 使命感・責任

感, 社会人基礎力などであるが, 合格したものたちはこ

れらの知識・技能・能力などを身につけていることが認

められたわけである. しかし, 教科や校務分掌の指導計

画案, 初任者研修, 研究授業の準備と実施, いじめ, 不
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表 1 離職の理由例 離職教員数 (公立小学校)
(単位：人)

定年 (勧奨を
含む) のため

病気のため 死亡 転職のため
大学等入学
のため

家庭の事情
のため

職務上の問
題のため

その他 計
うち精神疾患

平成 12 年度間 5,837 212 … 207 738 19 … … 2,115 9,128

平成 15 年度間 8,891 316 … 202 1,053 15 … … 2,608 13,085

平成 18 年度間 9,873 370 … 217 1,136 32 … … 2,870 14,498

平成 21 年度間 10,357 609 349 219 1,289 26 1,682 112 2,157 16,451

(注) その他には, 教育委員会への人事異動を含む.

表 2 離職の理由例 離職教員数 (公立中学校)
(単位：人)

定年 (勧奨を
含む) のため

病気のため 死亡 転職のため
大学等入学
のため

家庭の事情
のため

職務上の問
題のため

その他 計
うち精神疾患

平成 12 年度間 3,632 124 … 152 880 28 … … 1,492 6,308

平成 15 年度間 3,842 177 … 155 855 20 … … 1,554 6,603

平成 18 年度間 3,665 229 … 126 1,006 24 … … 1,701 6,751

平成 21 年度間 4,453 311 181 137 1,021 24 638 94 1,460 8,138

(注) その他には, 教育委員会への人事異動を含む.

表 3 離職の理由例 離職教員数 (公立高等学校)
(単位：人)

定年 (勧奨を
含む) のため

病気のため 死亡 転職のため
大学等入学
のため

家庭の事情
のため

職務上の問
題のため

その他 計
うち精神疾患

平成 12 年度間 5,580 89 … 159 352 20 … … 753 6,953

平成 15 年度間 4,584 89 … 139 380 19 … … 985 6,196

平成 18 年度間 3,870 103 … 121 360 17 … … 1,056 5,527

平成 21 年度間 4,168 117 69 133 335 17 227 31 728 5,756

(注) その他には, 教育委員会への人事異動を含む.

グラフ 1 条件附採用期間を経て正式採用とならなかった者 (依願退職者) の数の推移 (過去 10 年間)

(注) 病気を理由とする依頼退職者のうち精神疾患によるものの数は, 21 年度から調査



登校, 校内暴力, 学級・授業の荒れ, 学力低下, 保護者

の苦情対応, 業後遅くまでの部活動指導など, 仕事に追

われる毎日で, 勤務時間内に終わらない仕事に追われて

いる. これらの結果, ストレスなどの原因で抑鬱状態に

なり, 通院, ついには休職, 離職にまで追い込まれてい

くことになる.

本学部で実施している学校インターンシップは, こう

いったことの予防の役割を大いに果たしている. この論

文の中で本学部のインターンシップの内容と方法を紹介

することにより, それを実証していく.

3 . 教育実習と学校インターンシップ
教育実習の目的については, すでに明白であるが, こ

こに簡単にまとめておくことにする.

教育実習とは, 大学で学んだ教育に関する理論を生か

しつつ, 学級担任や教科担当, 教科指導や生徒指導に真

摯に取り組みながら, 教師として必要な実践的指導力の

基礎を体験的・経験的に学ぶことを目的としている.

学生の身分でありながら, 現場教師の指導のもと, 今

まで学習してきた教育の理論が実践化されて, 教材研究

や人間理解の必要性・重要性, 協力・受容・支援の重要

性, 教育定義の再確認, 教職への理解と自覚の必要性な

どが学習されていく過程である. 2～4 週間, 学校現場

に身を置き, 身分上教師となって, 実際の教育活動に取

り組みながら, 学校, 教師, 子どもなどについて, 機能・

職務・発達特徴の面を体験的・経験的に学ぶ. 教育実習

は, 事前指導, 教育実習, 事中指導, 事後指導からなっ

ている. 事前指導では, 教育実習への関心や意欲を高め,

意識を改革するために, 教育実習の目的や意義, 教育実

習の心得, 授業の組み立て方, 学習指導案の書き方, 学

級経営方法, 児童・生徒の理解と把握の方法などについ

て具体的に学習している. 教育実習では, 観察・参加・

教壇実習があり, 児童・生徒についての理解を深め, 教

育活動, 教育施設・設備, 教育環境, 指導方法などにつ

いて観察したり, 実習校での教育活動に直接積極的に参

加したり, それまでの観察や参加の経験を生かし, 予め

定められた教科の内容に関する学習指導案に基づいて,

指導教師と同様に教壇に立ち, 実際に児童・生徒を指導

する. 事中指導では, 教育実習中に大学の指導教員から

教育実習内容や教育実習を行う中で抱えた問題や課題に

関する適切な指導を受ける. 事後指導では, 教育実習の

最終週で開催される反省会や研究協議会において, 問題

意識や課題意識が相互に提示される中で, 教育の理論と

実践が再確認・再統合される機会となる.

一方, 学校インターンシップとは, 学校におけるボラ

ンティアや教育実習とは異なり, 主として教職を志望す

る大学生が広く社会経験を積むために, ある一定期間,

小学校, 中学校, 高等学校, 特別支援学校などの教育現

場に入り, 学校現場における授業補助・課外活動・行事・

事務などの実務的な経験をすることである. 教育実習が

教科指導を中心としているのに対し, 学校インターンシッ

プは教員のさまざまな仕事に接することで学校現場をよ

りよく知ることができる. 学校インターンシップは, 学

校現場で教員の指導を直接受けつつ, 子どもたちの手助

けをし, 教え導くという大学の教室の中では得られない

体験を通して, 学生にとって, 人間的に成長するよい機

会でもある.

4 . 学校インターンシップで育成される実践的

指導力
従来の教育実習では, 指導教員の授業を観察すること,

ホームルームの生徒理解, 授業実習, 授業についての省

察会 (リフレクション) を持ち, 主に教科指導力の向上

に限定されていることが多い. それに対してインターン

シップでは, 教員の助手として個々の児童・生徒に対す

る支援や, 別室登校の児童・生徒への指導, 授業準備や

教材準備の手伝い, 担任教員の学級事務の補助など学校

教育のさまざまな業務に携わることが中心となっている.

多くの場合, 毎週 X曜日のように非連続的に学校へ出

かけることから学生たちや指導教員たちは授業の計画が

立てにくい. 授業についての本質的なことは教育実習で,

教育の現場で行われている仕事は (授業実習を除く) イ

ンターンシップで, という形である.

現場で必要とされる実践的指導力に関して, 授業力は

教育実習で磨かれ, 生徒指導, 校務分掌, 保護者対応な

どの場面で, その場に応じたさまざまな教師の仕事を観

察したり, 補助したりする状況判断力や迅速な対応力な

どが身につく. インターンシップでは, 事前指導, 事中

指導 (大学における授業), 省察会や報告会の事後指導

を通じて, 学びの共有化, 深化, 理論化する機会を持っ

ている.
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5 . 本学部における学校インターンシップ
5.1 研修先の開拓

学校インターンシップを始めるといっても, 受け入れ

先がなければ実現できない. 同僚教員の紹介で近隣の半

田市教育委員会を訪れ, 学校インターンシップの意義と

目的, そしてその効果について説明を行ったところ, 当

該教育委員会も積極的に協力・支援していただけること

になった. 半田市教育委員会は, 市内小学校と中学校の

校長会で受け入れ校の募集を行い, 一方で筆者の以前か

らの知り合いである愛知県立阿久比高等学校の校長, 日

本福祉大学付属高等学校, 美浜町立野間中学校へ協力を

依頼した. 半田市内小・中学校からは, 14 校延べ 30 人

のインターンシップ研修生の派遣依頼が出され, その他

の学校からは各 1 人の派遣依頼があった. 合計で 33 人

の要請があったが, 教職志望者が 7人ということで, 派

遣できないという断りの手続きをとらざるを得なかった.

結局, 小学校2人, 中学校3人, 高等学校2人がインター

ンシップに取り組むこととなった. なかには, 前期に中

学校へ, 後期に小学校へ, インターンシップ研修生とし

て出かけていったものもいた. さらには, 同一学校に 1

年間インターンシップを勤めたものもいた.

5.2 インターンシップ研修日の日程調整

一般企業のインターンシップでは, 基本的に夏季休業

中に行うことになっているが, 学校インターンシップは

夏季休業中では研修の意味がなく, 学校が休みではない

期間に行うこととし, 履修学生と受け入れ校との間で研

修日を相談しながら決定した. 履修学生は, 平日は大学

での授業に出席しなければならないので, 時間割をみな

がらの調整が行われた. 科目の単位認定規定が, 実働

10 日以上, 40 時間以上であるため, さらに受け入れ校

の所在地が大学から 1時間くらいのところにあることか

ら日程調整に少なからず困難があったり, 工夫が必要だっ

たりした.

5.3 実施内容

1) 履修登録とガイダンス

4 月の履修登録期間に, ｢インターンシップⅠ｣ に登

録した 7名に, インターンシップ研修プログラムの説明

と事前指導を行った.

2) ｢インターンシップⅠ・Ⅱ｣ のねらい

この科目を, 教職を選択肢とするキャリアデザイン教

育と定め, 教職志望者が受け入れ校の理解と協力・支援

により, 学校における就業体験の機会を得て, 4 年次教

育実習の短い期間では体験できない, 教員のさまざまな

仕事・職務について理解を深め, 視野を広げ, 人間的成

長をはかり, 自律した教員に求められる資質や技能を知

り, 体得することを目的とした.

3) 学習目標

以下のように 5つの学習目標を設定し, ガイダンスで

徹底した.

① 教職志望者が, 学校現場を広く体験し, 教員の

職務内容を適切に理解することができる.

② 教職志望者が, 実践的な力を磨くことができる.

③ 教職志望者が, 年少者とふれあうことで人間的

成長を促進できる.

④ 教職志望者が, 児童・生徒を見る目, 人間に対

する理解力を伸ばすことができる.

⑤ 自分の習得している英語指導力が, どの程度学

校で通用するか試すことができる.

4) 授業内容

事前指導においては, インターンシップ研修生として

の心構え・身だしなみ・言葉使いなど, 基本的なマナー

を指導し, 受け入れ校とのマッチングを行った. 受け入

れ校との打ち合わせは, 受け入れ校の事情により授業外

で実施した.

受け入れ校でのインターンシップ 1日目以降の授業は,

毎週 1コマ設定し, 実施したその週の研修とその週の授

業をセットにして実施した. 授業では, 学生が行った研

修内容, 研修日に抱いた疑問点, 研修の感想, 次回の研

修日の課題などを, クラスで発表しあい, ディスカッショ

ン等を行い, 最終的には指導教員が詳細にわたり, 問題・

課題となったことがどのような法令に基づいているか,

それらの問題・課題をどのように解決していくか, 次の

目標は何かなど指導を重ねた. さらに, 学生が発表した

内容や学んだこと, 授業では語りきれなかったことなど

を, 学内の SNSの fuxi に記録を書き込み, 学部内の他

の教員や教職志望者の下級生にも読んでもらえるように

した. fuxi に書き込んだ記録の一部を図 1 として載せ

る.
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5) 評価

単位認定・評価については, 出席状況 (授業および受

け入れ校での研修日数), 授業での研修の振り返り発表,

ディスカッションへの参加状況, 研修日報, 研修レポー

ト, 受け入れ校でのインターンシップ研修を担当・指導

した教員からの所見・評価をもとに, 総合的に評価した.

6) 研修内容

前期 10 日間以上, 40 時間以上, 学校における教員の

仕事を幅広く体験する. 仕事の内容は, 学校と相談の上,

あるいは学校の指定する仕事を体験する. 以下に示す仕

事をできるだけ多く体験する.

授業補助：T-T, 総合的な学習の時間での指導補助,

PC 実習の指導補助, 英語の言語活動の補

助, 教材作成の補助, 小テストの採点等

行事補助：文化祭, 体育祭, 音楽コンクール, 英語ス

ピーチコンテスト等での練習の指導補助

校外学習：野外活動等の支援・補助

部活動補助：技術指導・補助, 顧問の補助

図書館業務の補助：図書整理

生徒会活動補助：学級活動や生徒会活動の補助

休み時間・放課後の活動支援：給食, 清掃の補助

校務補助：学校便り・学級通信の編集補助, さまざま

な印刷物の印刷・整理補助

進路相談：進路指導の支援

帰国・外国人生徒支援：日本語指導の補助, コミュニ

ケーションの支援

7) 研修結果の記録

履修学生は, ｢研修出勤簿｣ への押印 (図 2), ｢研修

日報｣ への記入 (図 3), fuxi への書き込みを, 研修し

たその日に行い, ｢研修出勤簿｣ は, 研修のすべてを終

了した時点で授業担当者に提出し, ｢研修日報｣ は毎週

の授業時に授業担当者に提出した. さらに, ｢研修レポー

日本福祉大学全学教育センター紀要 第 2号 2014 年 3 月

― 12 ―

図 1



ト｣ (図 4) を研修の最終日に書き, 受け入れ校のイン

ターンシップ担当教員に所見と評価をつけてもらい, 研

修のすべてを終了した時に授業担当者に提出した.

8) インターンシップ報告会 (省察会)

研修レポートの提出後, 研修のまとめを最終授業で行

い, 受け入れ校の担当者, 教育委員会の担当者を招き,

履修学生からインターンシップでの学び, 反省, 今後の

展望について発表し, そのあと受け入れ校の担当者と教

育委員会担当者から講評を受けた.

6 . 学校インターンシップにおける学び
学校におけるインターンシップの終了後, 履修学生た

ちに記述式で意識調査を行っている. インターンシップ

に参加した動機はさまざまである. ｢教師になるために

必要だと思った｣, ｢教員の仕事を体験してみたかった｣,

｢教育実習前にさまざまな経験ができると思ったから｣,

｢教育実習では学べないことを学ぶことができるから｣,

｢教科指導をする教師の姿だけでなく, 実際に生徒とふ

れあう姿や授業以外の教員の役割を直にみて, 多くのこ

とを学び取りたいと思ったから｣ など積極的な理由ばか

りであった. 学校インターンシップに参加する前の心境
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は, ｢初めてのことなので緊張と不安でいっぱいだった｣,

｢子どもたちや先生方に会えることが楽しみであった.

不安というよりは, 積極的に多くのことを学びたいとい

う気持ちの方が大きかった｣, ｢今まで学生の立場で教師

を見てきたが, 生徒の前では先生として振る舞うことが

できるのか, 生徒に写る自分の姿はどうなのだろうと不

安でいっぱいだった｣ であった. 学校インターンシップ

の体験を通して, 期待通りの成果があったかどうかにつ

いて, ｢期待していた以上にたくさんの仕事を体験して,

教員の仕事をよく知ることができた｣, ｢実際に体験して

みて, 教員の大変さに驚かされたが, 学びたかったこと

をたくさん学ぶことができた｣, ｢期待以上のことを学ぶ

ことができたし, 自分の課題を身をもって知ることがで

きた｣, ｢期待以上に得るものが多く, この経験を継続し

ていくことが重要であると感じた｣ など, 全員が肯定的

に応え, この成果を踏まえて, 教育実習に向かうことが

できた. 学校インターンシップの中で, 一番印象に残っ

ていることについては, ｢教員の仕事の多さに毎日驚い

ていた. それでも疲れを見せず, 仕事に積極的に取り組

んだり, 生徒と笑顔で関わっている先生方のパワフルさ
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に感動した｣, ｢生徒の視点とは異なった視点で, 教師の

活動を間近に見ることができた｣, ｢教員の仕事の大変さ

と子どもの元気さ・悩み・葛藤｣ など多くの学びと発見

があった. 受け入れ校と教育委員会からの講評では,

｢積極的に教員の仕事や生徒に関わってもらった｣, ｢い

わゆる雑用を大変よくやってもらった｣, ｢学生のとても

前向きな取り組みで, 若い教員にも刺激になった｣ など,

高い評価を受け, 学生たちの教員志望への意欲がさらに

向上した.

7 . 学校インターンシップが教育実習に与える

効果と両者の連結
教育実習前に学校インターンシップを行っているが,

学生たちへの聞き取り調査から, ｢児童・生徒との関わ

り方に困難はなかった｣, ｢学校の教育活動がどのような

ものか, 学校インターンシップで理解できていたので,

スムーズに実習ができた｣, ｢学校インターンシップで学

んだことの確認や学校インターンシップで抱いた課題の

解決に容易に取り組むことができた｣ など, 教育実習に

円滑に取り組むことができている. また, 教育実習生の

巡回訪問指導の機会に, 指導教諭や教頭, 校長から ｢あ

なたの大学からの実習生は, 他の大学からきている実習

生より動きがよく, 生徒ともすぐに仲良くなり, 明るく

積極的に実習に取り組んでくれている｣ と好評を得てい

る. 学校インターンシップを終えて, 教育実習に入るこ

とによって, 教師という職業への意識の強化, なんとし

てでも教師になりたいという意欲の向上, 教師という職

業理解のさらなる深化など, 教師という職業に対する見

方や考え方がプラスに働いている. 教育実習前に学校現

場でインターンシップを体験することにより, 教育実習

では, 教員の動きや教員の立場でものごとを見ることが

でき, 授業を行うことやホームルーム指導をすることに

よって, 教員の仕事の大変さや難しさを現実に即してよ

りよく知ることができる. 学校インターンシップを体験

し, 教育実習に臨む学生に, その効果が教員になる魅力

の増大, 教員としてのやりがい, 教員としての基礎力養

成, 学校現場における困難性の克服などに多大なプラス

の影響を与えることは明らかである.

8 . 学校インターンシップの課題
教育実習では, 主に自分の母校で実習を行うことが多

い. 2 週間から 4週間と自宅ないしは下宿先から公共交

通機関, 自転車, 徒歩などで通い, 実習に専念できる.

通い慣れた学校であるからそれほど不便は感じない. し

かし, 学校インターンシップの場合は, 大学での授業を

受けながら, 授業がない時間帯にやや遠方の受け入れ校

へ通うことは, 学生たちにとって大変苦労が伴う. さら

に, 交通費は自分持ちということで, 半期ないしは年間

を通して活動することで, 金銭的にも負担がある.

9 . 学校インターンシップと教育実習の今後の

あり方について
平成 24 年 8 月に中央教育審議会から出された ｢教職

生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上策に

ついて (答申)｣ の中で, 取り組むべき課題として, 次

のようなことが述べられている. ｢初任者が実践的指導

力やコミュニケーション力, チームで対応する力など教

員としての基礎的な力を十分に身につけていないことな

どが指摘されている. こうしたことから, 教員養成段階

において, 教科指導, 生徒指導, 学級経営等の職務を的

確に実践できる力を育成するなど何らかの対応が求めら

れている. 特に, いじめ・暴力行為・不登校等生徒指導

上の諸課題は深刻な状況にあり, 陰湿ないじめなど, 教

員から見えにくい事案についても子どもの兆候を見逃さ

ず, 課題を早期に把握し, 警察等の関係機関と連携する

などして的確に対応できる指導力を養うとともに, 教職

員全体でチームとして取り組めるよう, こうした力を十

分に培う必要がある｣, ｢教育委員会と大学との連携・協

働により, 教職生活全体を通じて学び続ける教員を継続

的に支援するための一体的な改革を行う必要がある｣ ま

た, 平成 18 年 7 月, 中央教育審議会が ｢今後の教員養

成・免許制度の在り方について｣ 答申を出している. そ

の中で, ｢教職課程の履修を通じて, 学生が教職への理

解を深め, 教職に就くことに対する確固たる信念を持つ

ことができるようにするとともに, 専門的な知識・技能

を自己の中で統合し, 教員として必要な資質能力の全体

を確実に形成することができるよう, 教職課程における

教育内容や指導の充実を図ることが必要である｣ ことと,

｢専門的職業の一つである教員についても, 社会構造の

急激な変化や学校教育が抱える課題の複雑・多様化等に

対応しうる, より高度な専門性と豊かな人間性・社会性

を備えた力量ある人材が求められている｣ と述べられて

いる.

さらに, 平成 25 年 5 月に, 教育再生会議で出された
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｢これからの大学教育等の在り方について｣ 第 3 次提言

で, ｢大学は, 課題発見・探求能力, 実行力といった社

会人基礎力や基礎的・汎用能力などの社会人として必要

な能力を有する人材を育成するため, 学生の能動的な活

動を取り入れた授業や学習法 (アクティブラーニング),

双方向の授業展開など教育方法の質的転換を図る｣ と述

べている.

こうした国の動きは, 学校インターンシップと教育実

習の連結や融合への追い風となることは間違いないであ

ろう. これらの答申や提言を受けて, 大学は学校インター

ンシップの定着と発展に伴って, 学校インターンシップ

の実践例の調査や研究をさらに推し進めていくことが肝

要である.
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